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レーザーカオスによる意思決定[1]において，物理系の特徴を反映した時系列情報が高い意思決
定性能を持つことが明らかになった．組み合わせ問題の数学的取り扱いであるシューベルト多項

式を物理現象により直接生成することができれば，より高度な意思決定問題，組み合わせ問題の

解決につながる．我々の先行研究[2]により，フォトクロミック結晶のナノ光異性化が，自発的対
称性の破れを伴う局所的な分岐と選択の連鎖を成すことが分かってきており，この物理系とシュ

ーベルト多項式を結びつけることが本研究の目的である．以下に計測方法と系列生成方法を記す． 
フォトクロミックジアリールエテン薄膜単結晶の表面に金属探針先端の局所電場増強効果によ

って局所光励起を加え，その励起点から結晶の裏面へ向けてナノ光異性化の連鎖反応を起こさせ

る．これによりナノ光異性化の分岐や選択が多数回起こり，枝分かれを含むナノ透明経路が形成

される．形成後，励起点から入力される光子は，この透明分岐経路のいずれかを選択し裏面へ出

力される．16×16点の光受光器二次元アレイを裏面に設置し，光子を観測するたびに観測点の上
下左右の受光器をオフにする手順で，16回の光イベントによりシューベルト多項式パターンを１
つ決定する方法を考案した．この生成法の試行として，上下ダブルプローブ SPMにより計測した
近接場光像から 16×16マス（1画素 125nm）への光子出力の確率分布を取得し，その分布をもと
に仮想的な光子計測を上記の手順で行った（Fig.2）．このように決定されるパターンは極めて多数
であるが単純なランダムではなく，一点の局所励起で生じ固定されたナノ光経路で関係付けられ

ており，その上，光子計測順に依存する．この生成法は，行列の点として採用する際の光子数条

件によりナノ光経路と行列の関係度を制御できるなど，量子計測とも関わる多様な発展性を持つ． 

   
 Fig. 1 Photoisomerization in crystal         Fig. 2 Generation of Shubert calculus series based on  
 and double probe SPM measurement        observed SNOM image 
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